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研究成果の概要（和文）：脂質分子種の構造多様性を正確かつ幅広く捉えることは、病態やバイオロジーの制御
における脂質の役割を理解する上で重要である。さらに新しい機能性脂質の発見は新しいバイオロジーの理解に
もつながる。本研究では、8000種以上の脂質多様性を見極めるノンターゲットリピドミクス基盤技術を構築し、
ターゲット解析と組み合わせることで探索範囲の拡大およびデータ精度の向上が達成された。これにより、各種
病態や組織恒常性を形成・制御する脂肪酸代謝系の役割について、多くの新しい知見が生まれた。また、脂質イ
メージング技術開発として、200nmの分解能で細胞内の脂肪酸局在を捉えることに成功した。

研究成果の概要（英文）：Precise and global determination of each molecular species of lipid is a 
prerequisite for understanding their functions in physiology and disease, and for discovering novel 
bioactive lipids that may hold key to understand biology. In this study, we successfully established
 a non-targeted lipidomics platform that covers more than 8000 species of lipids. This system, when 
combined with targeted analysis, enabled us to capture lipid profiles more comprehensively, 
accurately and unbiasedly. This platform is powerful for visualizing lipid networks unbiasedly, and 
opened up a new avenue for discovering novel links between lipid metabolism and biological 
phenotypes. As for lipid imaging, we could successfully image fatty acid localization within single 
cells at a resolution of 200 nm.

研究分野：脂質生化学
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研究成果の学術的意義や社会的意義
本計画研究では、脂質の構造多様性やその分布・局在を可視化するための独創的かつ革新的な分析手法を確立し
た。これにより、脂質の質（リポクオリティ）が関わるバイオロジーの解明、さらに未知の生理活性脂質の同定
が進むことが期待される。また、リポクオリティの変化による疾患制御の概念実証、および治療標的となりうる
機能作用点の特定を目指す研究が推進され、多分野に脂質研究の裾野が広がることが期待される。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属されます。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
１．研究開始当初の背景 

生体内には多様な脂肪酸分子種が存在し、その質（リポクオリティ）の違いや代謝バランスの

変化が、様々な炎症・代謝性疾患の背後に潜む重要な要素であることが示唆されている。本研究

では、炎症・代謝性疾患に潜む分子メカニズムをリポクオリティの違いという観点から明らかに

し、病態解明および新しい治療に向けた理論基盤の構築を目指す。一方で、リポクオリティの変

化がもたらす様々な表現型についてそのメカニズムを明らかにする上で欠かせないのが、リポ

クオリティの違いをより広範囲に捉え、かつ明確に区別することができる分析システムの開発

である。すなわち、特定の分子種を選択的かつ定量的に測定する従来型のターゲット解析に加え、

分子種を特定しないノンターゲット解析を組み合わせることで、探索範囲の飛躍的な拡大およ

び解析データの質の向上が得られる。これらを実現するために、複雑なノンターゲット解析デー

タを新たなアルゴリズムで効率よく解読するためのソフトウェアの開発や、より広範囲の化合

物ライブラリーとデータベースを整備し、客観性と網羅性の高い分析を実現する必要がある。さ

らに、リポクオリティの理解をより深める上で、脂質分子レベルでの局在やその動態を把握する

可視化技術も不可欠である。そこで、局在の可視化技術をオルガネラレベルに進展させ、脂質多

様性の多階層的な分布様式の解明に取り組む。 

 

２．研究の目的 

リポクオリティの生理的意義の解明を目標に据え、その違いを明確に識別し、広範囲での探

索研究を可能にするノンターゲット型リピドミクスの実現、リポクオリティの変化に起因す

る表現型および動作機序の解明、およびリポクオリティの違いを機能的に反映する脂質代謝

系を見出し、その機能発現に関わる活性代謝物の同定を目指す。また、リピドミクス解析と

脂質イメージング技術と組み合わせることで、未解明の脂質動態や不均一分布の存在を示

し、その生物学的機能との関連を探るための手がかりを得る。具体的には以下の 3項目で研

究を遂行する。 

（１）リピドミクスの新たな方法論の創出と技術展開（有田、有田（正）、池田、津川） 

（２）脂肪酸代謝バランスの変化による疾患制御の分子メカニズム解析（有田） 

（３）脂質イメージングの技術開発と応用（瀬藤） 

 

３．研究の方法 

（１）リピドミクスの新たな方法論の創出と技術展開 

特定の分子種を選択的かつ定量的に測定する従来型のターゲット解析に加え、分子種を特

定しないノンターゲット解析を組み合わせること（マルチリピドミクス）で、探索範囲の飛

躍的な拡大および解析データの質の向上を目指す。具体的には、高速液体クロマトグラフィ

ーとトリプル四重極型質量分析計を連結した MRM 解析システムによるワイドターゲット解析

に加え、四重極飛行時間型（Q-TOF 型）質量分析計を用いた広範囲データ収集、および複雑

なノンターゲット解析データを新たなアルゴリズムで効率よく解読するためのソフトウェア

の開発を進める。さらに、定量性や同定精度を高めるための化合物ライブラリーを充実さ

せ、実測データに基づく脂質データベースの整備を進める。 

（２）脂肪酸代謝バランスの変化による疾患制御の分子メカニズム解析 

生体内には多様な脂肪酸分子種が存在し、その質（リポクオリティ）の違いや代謝バラン

スの変化が、様々な炎症・代謝性疾患の背後に潜む重要な要素であることが示唆されてい

る。本研究では脂肪酸合成・代謝酵素の遺伝子改変動物、あるいは異なる脂肪酸を含む栄養

要因によって人為的に脂肪酸代謝バランスが変化した状況を作り出し、これとマルチリピド



ミクス解析とを組み合わせることによって、炎症・代謝性疾患における脂肪酸クオリティの

変化に起因する表現型および動作機序の解明を目指す。さらに、リポクオリティの違いを機

能的に反映する脂質代謝系を見出し、その機能発現に関わる活性代謝物の同定を目指す。 

（３）脂質イメージングの技術開発と応用 

超解像脂質イメージングの技術開発では細胞固定法の最適化を進めると同時に、蛍光標識を用い

たオルガネラ局在の光学顕微鏡観察と超高分解能の飛行時間型質量分析を用いた脂質イメージン

グ解析を重ね合わせる事で、細胞内リポクオリティをオルガネラスケールでの可視化を目指す。光動

作ユニットによるリポクオリティ局所操作については、基礎検討を重ねた上で局所でのリポクオリティ

操作に伴って生じる細胞機能変化を明らかにする。 

 
４．研究成果 

（１）リピドミクスの新たな方法論の創出と技術展開 

① ノンターゲットリピドミクス解析システムの構築 

本計画班の大きな研究目的の１つは、リポクオリティの違いを見極める新しいリピドミク

ス技術の開発にある。そのためには、従来のターゲット解析に加えて、探索範囲が飛躍的

に拡大するノンターゲット解析が有機的かつ効率的に繋がることが不可欠である。実測デ

ータに基づくマススペクトルライブラリーの構築を進め、ノンターゲット解析から得られ

た MS/MS スペクトルから脂質構造を網羅的に推定するためのアルゴリズムを開発し、さ
らに MS/MS スペクトルのパターン認識、液体クロマトグラフィーにおける保持時間、イ
オンモビリティにおける CCSの情報全てを統合することで、約 8,000種のリポクオリティ
を捉える情報処理技術の開発に成功し、論文発表した（Nature Biotechnol. in press）。また、

ノンターゲット解析で得た精密質量や分子の断片構造などの情報を組み合わせながら代謝

物の同定を行うスペクトルネットワーク解析法を構築した。これにより、未知の脂質分子

の構造推定や表現型と相関する代謝物群の抽出が可能となった。さらに脂質分子の定量結

果を代謝マップに投影するシステムを構築し、疾患やバイオロジーと相関を示す代謝経路、

代謝ネットワークの解析を加速させた。この技術を用いてこれまでに、ヒト魚鱗癬の原因

遺伝子である脂質代謝酵素 PNPLA1 遺伝子欠損マウスの解析から、リノール酸が角質バリア

の形成に必須な脂質ω-O-アシルセラミドに選択的に取り込まれて皮膚バリア形成に寄与

することを明らかにした。これにより、なぜリノール酸が必須脂肪酸として生体の恒常性維持に

必要なのかが分子レベルで解明された（計画班 C01分担・村上らと共同）(Nature Commun. 2017)。

また、ヒトクリスタリン網膜症の網膜色素上皮細胞にコレステロールや糖脂質などの代謝

異常を見出し、コレステロール引き抜きによって細胞変性、細胞死を防げることを示した

（公募班・池田らと共同）（Proc. Natl. Acad. Sci. USA 2018）。また、アラキドン酸、EPA、
DHAなど異なる脂肪酸を摂取した後の代謝動態や分布の包括的解析を行った（Metabolites 

2019）。さらに Lipidomics-Standards-Initiative (LSI)の主要メンバーとして、リピドミクス
解析データのクオリティ指標について国際ガイドラインを提唱するオピニオン論文を共同

発表した（Nature Metab. 2019）。 

② 酸化リン脂質解析系の構築 

培養細胞に各種の酸化脂肪酸を添加して酸化リン脂質の化合物ライブラリーを作成し、約 400 分

子種の MS/MS データライブラリーを構築した。この情報をもとにターゲット解析系を構築し、現時

点で約 1,400 分子種の酸化リン脂質が 10 fmol レベルで検出可能になった。この解析システムを

マウス腹腔マクロファージに適用し、内因性に生成した酸化リン脂質が約 20 種類検出された（J . 



Lipid Res. 2017）。このシステムを適用することで、好中球の NETs 形成に寄与する、内因性に生

成するエーテル型酸化リン脂質が新たに同定された（東薬大・田中らと共同）（Sci. Rep. 2017）。 

（２）脂肪酸代謝バランスの変化による疾患制御の分子メカニズム解析 

① ω３脂肪酸の機能性発現に関わる酵素の同定と機能解析 

ω３脂肪酸の構造に選択性を有し、抗炎症作用や組織保護作用と相関性を示す新規代謝経路を

「ω３脂肪酸カスケード」と命名し、そのボトルネックとなる代謝酵素群をゲノムワイドスクリーニング

により同定した（Sci. Rep. 2017）。これら酵素のノックアウトマウスを作成し、ω３脂肪酸の機能発現

における酵素および代謝経路の寄与について、個体・細胞レベルでの検討を進めている。これま

でに、加齢に伴う皮膚炎（表皮の肥厚や炎症細胞の浸潤）を自然発症することを見出してい

る。また、抗アレルギー作用を有するエイコサペンタエン酸（EPA）由来の機能性代謝物

17,18-EpETEの受容体として GPR40を同定した（公募班・國澤らと共同）（J . Allergy Clin. 

Immunol. 2018）。 

② 体内ω３/ω6脂肪酸バランスと疾患制御 

ω３脂肪酸合成酵素（Fat-1）トランスジェニックマウスにおいて、NASH様病態モデルに
おける炎症性変化（crown like structureの形成）および肝線維化の強い抑制が認められた。
また、ω３脂肪酸によるメラノーマ転移抑制作用について、EPA 由来の機能性代謝物 18-

HEPEの関与を明らかにした（国際共同研究）（Carcinogenesis 2018）。 

③ 臓器特異的な脂肪酸クオリティの生理的意義 
神経組織、網膜、精巣など特定の臓器には、ドコサヘキサエン酸（DHA）など長鎖多価不
飽和脂肪酸（LC-PUFA）を含有する脂質が他の臓器に比べて多く存在している。脳の認知
機能や光受容、精子形成など特殊な機能を最適化するための生体膜環境の構築に、LC-
PUFA含有脂質が重要な役割を果たしていると考えられている。我々は、長鎖アシル CoA
合成酵素（ACSL6）が精巣、脳、網膜などに特徴的に発現しており、臓器特異的な LC-
PUFA含有脂質の分布や局在を制御する役割を担うことを明らかにした。さらに、その機
能が欠損すると精細胞の形成異常から雄性不妊となることを報告した（FASEB J . 2019）。

以上より、組織の脂肪酸バランスを維持することが正常機能の発現や維持において重要で

あることが明らかになった。今後、これら酵素の機能調節、あるいは LC-PUFAを適切に
補うことによる組織の脂肪酸バランスの調節が、予防医療や治療戦略につながる可能性が

期待される。 
④ アレルギー性好酸球の脂肪酸代謝バランス異常と疾患制御 
ヒト慢性副鼻腔炎の鼻茸組織に存在する好酸球を単離し、リピドミクス、プロテオミク

ス、トランスクリプトミクスを組み合わせる多層オミクス解析を行った。その結果、アレ

ルギー患者由来の好酸球に顕著な脂肪酸代謝バランスの異常（ロイコトリエン D4産生の亢
進、産生酵素 GGT5の発現誘導、15-リポキシゲナーゼ、シクロオキシゲナーゼ系代謝物
の低下）を見出し、新たな創薬標的およびバイオマーカーとしての可能性を示した(Allergy 

2019)。 
⑤ 腸内細菌のユニークな脂肪酸代謝系と疾患制御 

腸内細菌（乳酸菌）が生成するリノール酸代謝物 HYA (10-hydroxy-cis-12-octadecenoic 
acid)が、肥満による耐糖能異常に対し、腸管ホルモン GLP-1 分泌亢進を伴う改善効果を
示すことを明らかにした（公募班木村との共同）(Nature Commun. 2019)。 

（３）脂質イメージングの技術開発と応用 

① 脂質イメージングの技術開発：脂質イメージングの MALDI 法のサンプルの前処理を検討し



た結果、マトリックスのスプレー時に硫酸アンモニウムを添加剤として用いることによっ

て、第 4 級アンモニウムイオンを持つ化合物のイオン化が 10 倍以上の改善できた（Anal. 

Chem.2016）。また、アルゴンガスクラスターイオンビームを用いた細胞表面のスパッタリ

ングにより 3次元のイメージング像を取得することに成功した (Sci. Rep. 2015)。 

② 飛行時間型二次イオン質量分析による超解像脂質イメージング：当初、イオン化の感度不

足が問題になると予想しポストイオン化による感度向上を予定したが、脳組織切片を用い

た解析で 200nm の分解能で細胞内の脂肪酸が検出され感度は十分あることがわかった。一

方、予想に反して分布は明瞭でなかった。その理由として、脂質に対する固定処理が最適

ではなく細胞内分布が失われたのではないかと考えた。そこで、ポストイオン化法に変え

て脂質の固定法の最適化を行ったところ、脂肪酸の細胞内分布が見え始めた。新規細胞固

定法とアンルーフィング法を併用した TOF-SIMS による細胞内部の脂肪酸イオン分布と細

胞超微形態の同時観察において、細胞内部の脂肪酸イオンおよびコリン由来イオンの分布

像を細胞の形態と共に得る事に成功した。 

③ 大腸がん組織の脂質イメージング:スフェロイド培養した大腸がん患者由来の細胞を質量

顕微鏡法で観察した結果、スフェロイドの辺縁部でアラキドン酸含有 PIP が特徴的に集積

していることを見出した (Sci. Rep. 2016)。同様の脂質分布が患者のがん組織のがん細胞の

辺縁部でも確認ができた。 

④ 動脈硬化巣の脂質イメージング：EPA や DHA を投与した動脈硬化モデルマウス（APO-E ノッ

クアウトマウス）の弁部および弓部を質量顕微鏡法および免疫染色法で解析し、動脈硬化

プラークに対するEPAとDHAの作用の違いを組織学的に明らかにした（Arterioscler. Thromb. 

Vasc. Biol. 2019）。 

⑤ 神経初代培養系における軸索および細胞体の脂質イメージング：マイクロ流路デバイスを

用いて、海馬神経の初代培養の細胞体と軸索の分離を試み、同位体ラベルしたパルミチン

酸を局所投与した結果、神経細胞内順行性輸送が逆行性に比べて優位である事を見出した。 

⑥ 光動作ユニットによる細胞内リポクオリティの操作：当初計画していた光作動ユニットと

モータータンパクを利用した光刺激により脂質代謝酵素の局在を変化させる系は、細胞質

のタンパクには適さないということがわかった。そこで、光や薬剤投与による脂質操作の

系では、細胞内脂質合成の中心的な場である小胞体の細胞内局在を光応答的に制御する系

を樹立し、小胞体の局在を細胞辺縁に固定する事で細胞肥大化と多核化を引き起こすと同

時に、セラミドを筆頭に脂質組成が大きく変わる事を見出した。 

⑦ 脳内リポクオリティの観察:統合失調症患者脳の前頭前皮質において、アラキドン酸含有PI

が特徴的に減少していることを見出した(Sci. Rep. 2017)。質量顕微鏡法で得られたデータ

を機械学習により自動解析する事で、マウス脳の分子分布パターンを大別し、小脳皮質特

異的に分布する脂質群を発見した(Sci. Rep. 2019)。認知症モデルマウスにグリーンナッツ

オイルを投与する事で、認知症の改善効果を見出し、その時の脳局所における脂肪酸分布

の変化を明らかにした(Nutrients 2019)。 

⑧ 腎細胞癌の脱離エレクトロスプレーイオン化イメージング解析で、癌部に遊離脂肪酸など

数種類のバイオマーカーを検出し、オレイン酸レベルと癌の予後に相関がある事を報告し

た(Oncotarget 2019)。 
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 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

オープンアクセスではない、又はオープンアクセスが困難 －

 ４．巻
有田誠 4
 １．著者名

なし

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

無

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
脂肪酸代謝と炎症のメタボロミクス

臨床免疫・アレルギー科（科学評論社） 118-124

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

オープンアクセスではない、又はオープンアクセスが困難 －

 ４．巻
有田誠 63
 １．著者名

なし

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

無

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
炎症の収束に関わる脂肪酸代謝系とその機能

別冊BIO Clinica「慢性炎症と疾患」（北隆館） 27-31

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

オープンアクセスではない、又はオープンアクセスが困難 －

 ４．巻
有田誠 4
 １．著者名

なし

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

無

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
ω３脂肪酸の代謝と疾患制御のメタボロミクス

実験医学増刊号「脂質疾患学」（羊土社） 2361-2366

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

 ４．巻
有田誠 33
 １．著者名



2015年

2016年

2016年

2015年

オープンアクセスとしている（また、その予定である） －

10.5551/jat.32318.

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

有

 オープンアクセス  国際共著

 ５．発行年 ２．論文標題
Characteristic Distribution Pattern of Lysophosphatidylcholine in Fibromuscular Dysplasia-
Associated Visceral Artery Aneurysms Compared with Atherosclerotic Visceral Artery Aneurysms.

J Atheroscler Thromb. 673-80

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

オープンアクセスではない、又はオープンアクセスが困難 －

 ４．巻
Tanaka H, Zaima N, Sasaki T, Yamamoto N, Inuzuka K, Sano M, Konno H, Urano T, Setou M, Unno N. 23
 １．著者名

なし

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

無

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
質量顕微鏡の原理とその応用

病理と臨床 203-210

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

オープンアクセスとしている（また、その予定である） 該当する

 ４．巻
佐野圭吾、深野華、有久亘、瀬藤光利 34
 １．著者名

10.1007/s11306-015-0879-3

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

有

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
Data standards can boost metabolomics research, and if there is a will, there is a way

Metabolomics 14

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

オープンアクセスではない、又はオープンアクセスが困難 －

 １．著者名  ４．巻
Rocca-Serra P, Salek RM, Arita M, Correa E, Dayalan S, Gonzalez-Beltran A, Ebbels T, Goodacre
R, Hastings J, Haug K, Koulman A, Nikolski M, Oresic M, Sansone SA, Schober D, Smith J,
Steinbeck C, Viant MR, Neumann S

12

なし

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

無

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
ω３系多価不飽和脂肪酸による心臓リモデリング抑制

循環plus（メディカルトリビューン社） 7-9

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

 ４．巻
有田誠、遠藤仁 15
 １．著者名



2015年

2015年

2015年

2015年

オープンアクセスとしている（また、その予定である） －

10.1021/acs.analchem.5b02672.

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

有

 オープンアクセス  国際共著

 ５．発行年 ２．論文標題
Ammonium sulfate improves detection of hydrophilic quaternary ammonium compounds through
decreased ion suppression in matrix-assisted laser desorption/ionization imaging mass
spectrometry.

Anal Chem. 11176-11181

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

オープンアクセスとしている（また、その予定である） －

 ４．巻
Sugiyama E, Masaki N, Matsushita S, Setou M. 87
 １．著者名

10.1016/j.febslet.2015.09.033.

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

有

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
Alzheimer’s disease is associated with disordered localization of ganglioside GM1 molecular
species in the human dentate gyrus.

FEBS Lett. 3611-3616

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

オープンアクセスとしている（また、その予定である） －

 ４．巻
Sakamaki-Hirano W, Sugiyama E, Hayasaka T, Ravid R, Setou M, Taki T. 589
 １．著者名

10.1371/journal.pone.0142609.

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

有

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
Decrease in Sphingomyelin (d18:1/16:0) in Stem Villi and Phosphatidylcholine (16:0/20:4) in
Terminal Villi of Human Term Placentas with Pathohistological Maternal Malperfusion.

PLos One e0142609

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

オープンアクセスとしている（また、その予定である） －

 ４．巻
Yamazaki K, Masaki M, Kohmura-Kobayashi Y, Chizuko Y, Hayasaka T, Itoh H, Setou M, Kanayama N. 10
 １．著者名

10.1194/jlr.M060533.

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

有

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
PGC-1α-mediated changes in phospholipid profiles of exercise-trained skeletal muscle.

J Lipid Res. 2286-96

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

 ４．巻
Senoo N, Miyoshi N, Goto-Inoue N, Minami K, Yoshimura R, Morita A, Sawada N, Matsuda J, Ogawa
J,

56
 １．著者名



2015年

2015年

2015年

2015年

オープンアクセスとしている（また、その予定である） －

10.1371/journal.pone.0135619.

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

有

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
Expression of Human Gaucher Disease Gene GBA Generates Neurodevelopmental Defects and ER Stress
in Drosophila Eye.

PLoS One. e0135619

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

オープンアクセスとしている（また、その予定である） －

 ４．巻
Suzuki T, Shimoda M, Ito K, Hanai S, Aizawa H, Kato T, Kawasaki K, Yamaguchi T, Ryoo HD, Goto-
Inoue N,

10
 １．著者名

10.1371/journal.pone.0134386.

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

有

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
Hypoperfusion of the Adventitial Vasa Vasorum Develops an Abdominal Aortic Aneurysm.

PLoS One. e0134386

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

オープンアクセスとしている（また、その予定である） －

 ４．巻
Tanaka H, Zaima N, Sasaki T, Sano M, Yamamoto N, Saito T, Inuzuka K, Hayasaka T,Goto-Inoue N,
Sato K,

10
 １．著者名

10.1007/s00216-015-8932-7.

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

有

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
Direct profiling of the phospholipid composition of adult Caenorhabditis elegans using whole-
body imaging mass spectrometry.

Anal Bioanal Chem. 7589-7602

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

オープンアクセスとしている（また、その予定である） －

 ４．巻
Hameed S, Ikegami K, Sugiyama E, Matsushita S, Kimura Y, Hayasaka T, Sugiura Y, Masaki N, Waki
M,

407
 １．著者名

10.1159/000439169.

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

有

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
Imaging mass spectrometry reveals a unique distribution of triglycerides in

J Vasc Res. 127-135

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

 ４．巻
Tanaka H,Zaima N,Sasaki T,Yamamoto N,Inuzuka K,Sano M,Saito T,Hayasaka T,Goto-Inoue N,Sato K,
Kugoe H,Moriyamae T,Konno H,Setou M,Unno N.

52
 １．著者名



2015年

2015年

2015年

2015年

オープンアクセスとしている（また、その予定である） －

10.1007/s00216-015-8741-z.

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

有

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
Decreased level of phosphatidylcholine (16:0/20:4) in multiple myeloma cells compared to plasma
cells: A single-cell MALDI-IMS approach.

Anal Bioanal Chem. 5273-80

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

オープンアクセスとしている（また、その予定である） －

 ４．巻
Hossen MA, Nagata Y, Waki M, Ide Y, Takei S, Fukano H, Romero-Perez GA, Tajima S, Yao I,
Ohnishi K,

407
 １．著者名

10.1038/srep10000.

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

有

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
Three-Dimensional Image of Cleavage Bodies in Nuclei Is Configured Using Gas Cluster Ion Beam
with Time-of-Flight Secondary Ion Mass Spectrometry.

Sci Rep. 10000

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

オープンアクセスとしている（また、その予定である） －

 ４．巻
Masaki N, Ishizaki I, Hayasaka T, Fisher GL, Sanada N, Yokota H, Setou M. 5
 １．著者名

10.1038/srep9750.

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

有

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
Dietary ω3 fatty acid exerts anti-allergic effect through the conversion to 17,18-
epoxyeicosatetraenoic acid in the gut.

Sci Rep. 9750

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

オープンアクセスとしている（また、その予定である） 該当する

 ４．巻
Kunisawa J, Arita M, Hayasaka T, Harada T, Iwamoto R, Nagasawa R, Shikata S, Nagatake T, Suzuki
H, Hashimoto E, Kurashima Y, Suzuki Y, Arai H, Setou M, Kiyono H.

5
 １．著者名

10.1016/j.ygcen.2015.04.019.

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

有

 オープンアクセス  国際共著

 ５．発行年 ２．論文標題
Variation of prostaglandin E2 concentrations in ovaries and its effects on ovarian maturation
and oocyte proliferation in the giant fresh water prawn, Macrobrachium rosenbergii

Gen Comp Endocrinol. 129-38

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

 ４．巻
Sumpownon C, Engsusophon A,&nbsp;Siangcham T,&nbsp;Sugiyama E,&nbsp;Soonklang N,&nbsp;Meeratana
P,&nbsp;Wanichanon C,&nbsp;Hanna PJ,&nbsp;Setou M, Sobhon P.

1
 １．著者名



2015年

〔学会発表〕　計199件（うち招待講演　126件／うち国際学会　62件）

2020年

2020年

2019年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

第93回日本薬理学会年会（招待講演）

RIKEN Glyco-lipidologue Project Symposium 2020（招待講演）（国際学会）

JKiC研究開発フォーラム（招待講演）

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

有田誠

Makoto Arita

有田誠

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

オープンアクセスとしている（また、その予定である） －

（特別講演）リポクオリティの生物学：炎症や組織恒常性を制御するω３脂肪酸代謝カスケード

Advanced lipidomics to unveil the potential link between lipid metabolism and biological phenotypes

リピドミクス新技術による病態・バイオロジー研究

10.1016/j.neuroscience.2015.03.060.

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

有

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
Reductions of docosahexaenoic acid-containing phosphatidylcholine levels in the anterior horn
of an ALS mouse model.

Neuroscience. 127-136

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

 ４．巻
Arima H, Omura T, Hayasaka T, Masaki N, Hanada M, Xu D, Banno T, Kobayashi K, Takeuchi H, 297
 １．著者名



2019年

2019年

2019年

2019年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

16th International Conference on Bioactive Lipids in Cancer, Inflammation, and Related Diseases（招待講演）（国際学会）

新学術領域研究「化学コミュニケーションのフロンティア」第６回公開シンポジウム（招待講演）

第30回分子糖尿病学シンポジウム（招待講演）

The 7th International Conference on Food Factors (ICoFF2019)（招待講演）（国際学会）

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

有田誠

有田誠

Makoto Arita

Makoto Arita

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

病態・バイオロジーを制御する多彩なリポクオリティ

Omega-3 fatty acid metabolism that confers anti-inflammation and tissue homeostasis

Biology of LipoQuality: Omega-3 fatty acid cascade that controls inflammation and tissue homeostasis

 １．発表者名

（特別講演）リポクオリティが解き明かす生命現象



2019年

2019年

2019年

2019年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

16th International Conference on Bioactive Lipids in Cancer, Inflammation, and Related Diseases（国際学会）

16th International Conference on Bioactive Lipids in Cancer, Inflammation, and Related Diseases（国際学会）

HMS CET-RI Seminar Series（招待講演）（国際学会）

第13回メタボロームシンポジウム

Miyata J, Fukunaga K, Kawashima Y, Watanabe T, Saitoh A, Hirosaki T, Ohara O, Arita M

Shishikura K, Kuroha S, Matsueda S, Iseki H, Matsui T, Inoue A, Arita M

Makoto Arita

黒羽小羊子、堅田侑作、宍倉匡祐、栗原俊英、有田誠

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

 ４．発表年

 ４．発表年

網膜中DHA含有リン脂質の生理学的意義の解明

Dysregulated fatty acid metabolism in eosinophils from patients with severe asthma and eosinophilic chronic rhinosinusitis

Acyl-CoA synthetase 6 regulates composition of membrane phospholipids in spermatids and supports normal spermatogenesis in
mice

The importance of Lipid Quality (LipoQuality) in biological systems

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名



2019年

2019年

2019年

2019年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

日本脂質栄養学会第28回大会（招待講演）

第13回メタボロームシンポジウム（招待講演）

津川裕司、池田和貴、高橋みき子、有田正規、有田誠

Makoto Arita

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

 ３．学会等名

 ３．学会等名
5th LipidALL International Lipid Symposium（招待講演）（国際学会）

 ２．発表標題

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

Makoto Arita

有田誠

 ３．学会等名

MS-DIAL4.0によるlipidomics standards initiativeに基づく120脂質クラスの包括的解析

Omega-3 fatty acid metabolism that controls inflammation and tissue homeostasis

Polyunsaturated fatty acid metabolism that controls inflammation and tissue homeostasis

リポクオリティと脂質栄養

 ３．学会等名

2019 NHRI/IBMS joint International Conference on Inflammation and Disease（招待講演）（国際学会）



2019年

2019年

2019年

2019年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

第92回日本生化学会大会（招待講演）

第92回日本生化学会大会

第92回日本生化学会大会

第92回日本生化学会大会

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

伊東瑛美、山根剛、宮田純、有田誠

中野祐介、永沼達郎、有田誠

高橋優花、小川護、有田誠

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

好酸球性気道炎症における12/15-リポキシゲナーゼの機能解析

ヒト培養ケラチノサイトにおける脂肪酸代謝系の包括的解析

アレルギー性結膜炎における12/15-リポキシゲナーゼの機能解析

炎症や組織恒常性を制御するω３脂肪酸代謝カスケード

 １．発表者名
有田誠



2019年

2019年

2019年

2019年

第92回日本生化学会大会

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

第18回次世代を担う若手ファーマ・バイオフォーラム

The 3rd JCS Council Forum on Basic Cardiovascular research（招待講演）（国際学会）

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ２．発表標題

Makoto Arita

 ２．発表標題

守先由輝子、岡橋伸幸、高藤真由子、池田和貴、有田誠

岡橋伸幸、安田柊、上田政宏、津川裕司、池田和貴、有田誠

平野愛美、永沼達郎、有田誠

第44回日本医用マススペクトル学会年会

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

The importance of omega-3/6 fatty acid balance in inflammation and related diseases

共役リノール酸が脂質代謝に与える影響の包括的解析

LC-Q-TOFMSを用いた腸内細菌代謝物のノンターゲットリピドミクス

アレルギー性接触性皮膚炎の病態形成過程における脂肪酸代謝系の包括的解析

 １．発表者名

 １．発表者名

 ２．発表標題



2019年

2019年

2019年

2019年

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

第61回日本脂質生化学会

60th International Conference on the Bioscience of Lipids (ICBL2019)（国際学会）

野愛美、永沼達郎、有田誠

Iino Y, Naganuma T, Arita M

Yoshida M, Ishihara T, Arita M

Aoki H, Kang JX, Arita M.

60th International Conference on the Bioscience of Lipids (ICBL2019)（国際学会）

60th International Conference on the Bioscience of Lipids (ICBL2019)（国際学会）

 ２．発表標題

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

アレルギー性接触性皮膚炎の病態制御に関わる脂肪酸代謝系の包括的解析

Untargeted lipidomics revealed dysregulated ceramide metabolism in the initiation phase of atopic dermatitis

Omega-3 fatty acid epoxygenase is involved in the regulation of immunological homeostasis in the skin

Fat-1 transgenic mice exhibit less fibrosis and inflammatory phenotypes in nonalcoholic fatty liver disease

 １．発表者名

 ２．発表標題

 ２．発表標題



2019年

2019年

2019年

2019年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

60th International Conference on the Bioscience of Lipids (ICBL2019)（国際学会）

60th International Conference on the Bioscience of Lipids (ICBL2019)（国際学会）

60th International Conference on the Bioscience of Lipids (ICBL2019)（国際学会）

60th International Conference on the Bioscience of Lipids (ICBL2019)（国際学会）

Oka Y, Yonejima Y, Yasuda S, Arita M

Sasaki H, Kaneda Y, Rogi T, Shibata H, Aoyagi R, ikeda K, Arita M

Miyata J, Fukunaga K, Kawashima Y, Watanabe T, Saitoh A, Hirosaki T, Ohara O, Arita M

Hirata T, Ikeda K, Yamamoto K, Arita M

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

Gut microbial metabolite 10-hydroxy-cis-12-octadecaenoic acid (HYA), a novel postbiotics with anti-inflammatory property

Age-associated changes in phospholipid profiles and polyunsaturated fatty acid metabolism in the brain: a lipidomics
analysis

Dysregulated fatty acid metabolism in nasal polyp-derived eosinophils from patients with chronic rhinosinusitis

Untargeted lipidomics of human vascular endothelial cells under shear stress

 １．発表者名



2019年

2019年

2019年

2019年

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

60th International Conference on the Bioscience of Lipids (ICBL2019)（国際学会）

2nd International Conference on LipoQuality（招待講演）（国際学会）

 ３．学会等名

 ３．学会等名

Tsugawa H, Ikeda K, Suwa K, Arita M, Arita M

 ２．発表標題

Ogawa M, Isobe Y, Ishihara T, Uchno Y, tsubota K, Arita M

Ikeda K, Yasuda S, Arita M

Tsugawa H, Satoh A, Uchino H, Takahashi M, Arita M, Arita M

60th International Conference on the Bioscience of Lipids (ICBL2019)（国際学会）

60th International Conference on the Bioscience of Lipids (ICBL2019)（国際学会）

 ２．発表標題

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

Database for understanding the quality of lipids

Eosinophils promote corneal wound healing via the 12/15-lipoxygenase pathway

Multi-lipidomics for grasping metabolic crosstalk between host and intestinal bacteria

A computational workflow to link untargeted and targeted lipidomics

 １．発表者名

 １．発表者名

 ２．発表標題



2019年

2019年

2019年

2019年

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

2nd International Conference on LipoQuality（招待講演）（国際学会）

第68回日本アレルギー学会学術集会（会長企画JSA-JSIシンポジウム）（招待講演）

Makoto Arita

有田誠

有田誠

Makoto Arita

第73回日本栄養・食糧学会シンポジウム（油脂・コレステロール研究会共催）（招待講演）

William Harvey Research Institute Seminar（招待講演）（国際学会）

 ２．発表標題

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

Biology of LipoQuality: omega-3 fatty acid cascade that controls inflammation and tissue homeostasis

脂質代謝とアレルギー性炎症

オメガ３脂肪酸代謝による疾患制御

The importance of LipoQuality in biological systems

 １．発表者名

 ２．発表標題

 ２．発表標題



2019年

2019年

2019年

2019年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

1st Annual Conference of Chinese Society of Metabolomics（招待講演）（国際学会）

6th Global Forum of Leaders for Agricultural Science and Technology（招待講演）（国際学会）

The 29th Hot Spring Harbor International Symposium（招待講演）（国際学会）

ライフサイエンス　新技術説明会（招待講演）

Masanori Arita

瀬藤光利

瀬藤光利

Masanori Arita

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

Data sharing and the power of omics integration

Promoting trans-omics study through the project of “Imaging Platform”

生体試料を光で判別するための分析シート

Cheminformatics for Predicting Structures from Mass Spectra

 １．発表者名



2019年

2019年

2019年

2019年

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

60th International Conference on the Bioscience of Lipids（招待講演）（国際学会）

第19回日本抗加齢学会総会

 ３．学会等名

 ３．学会等名

瀬藤光利

 ２．発表標題

瀬藤光利

瀬藤光利

瀬藤光利

日本学術振興会マイクロビームアナリシス141委員会　受賞記念講演（招待講演）

第15回日本ファブリー病フォーラム（招待講演）

 ２．発表標題

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

質量分析技術の老化研究への応用

顕微質量分析法の分子解剖学への展開と新分野の開拓

質量顕微鏡について

Mass Spectrometry based imaging of LipoQuality

 １．発表者名

 １．発表者名

 ２．発表標題



2019年

2019年

2018年

2018年

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

第67回質量分析総合討論会

第１２４回日本解剖学会総会・全国学術集会

瀬藤光利

瀬藤光利

瀬藤光利

瀬藤光利

京都大学大学院工学研究科

鹿児島ブレインサイエンスカンファレンス（招待講演）

 ２．発表標題

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

脂質のマスイメージング

細胞外微粒子の質量分析による分子解剖

顕微鏡技術と質量分析技術の融合で見えてくる新しい細胞間コミュニケーション

質量顕微鏡で見えてくるブレインサイエンス

 １．発表者名

 ２．発表標題

 ２．発表標題



2018年

2018年

2018年

2018年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

Waters MS forum（招待講演）

Waters MS forum（招待講演）

AMED-CREST　質量分析講習会（招待講演）

2018 Joint Meeting of 22nd International Symposium on MDO and 33rd JSSX Annual Meeting（国際学会）

瀬藤光利

瀬藤光利

Mitsutoshi Setou

瀬藤光利

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

DESIイメージングの実際

質量イメージング

Mass Spectrometry Imaging for Metabolomics in diseases and translational research "

DESIイメージングの実際

 １．発表者名



2018年

2018年

2018年

2018年

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

Meeting of TC201（国際学会）

第79回応用物理学会秋季学術講演会

 ３．学会等名

 ３．学会等名

瀬藤光利

 ２．発表標題

瀬藤光利

Mitsutoshi Setou

Mitsutoshi Setou

第91回日本生化学会大会

Meeting of TC201（国際学会）

 ２．発表標題

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

TOF-SIMSの医学・生物学応用の最前線

健康長寿を目指した光量子技術の開発

TC201/WG4:Surface Characterization of Biomaterials

WG4-Biomaterials Handing for Surface Analysis

 １．発表者名

 １．発表者名

 ２．発表標題



2018年

2018年

2018年

2018年

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

第43回日本医用マススペクトル学会

第3回日本医用マススペクトル学会西部会

瀬藤光利

瀬藤光利

瀬藤光利

瀬藤光利

第61回日本腎臓学会学術総会

第31回Future of Radiology（招待講演）

 ２．発表標題

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

イメージングと質量分析

超臨界組織洗浄による高分子の組織内分布解析

質量顕微鏡とその老化関連疾患研究への応用

分子の重さを可視化する:質量分析イメージングの最前線

 １．発表者名

 ２．発表標題

 ２．発表標題



2018年

2018年

2018年

2018年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

医学生物学電子顕微鏡技術学会第34回学術講演会

第22回日本心血管内分泌代謝学会学術総会（招待講演）

International Workshop on Data Science（招待講演）（国際学会）

6th Annual Korea Metabolomics Society（招待講演）（国際学会）

瀬藤光利

有田正規

有田正規

瀬藤光利

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

質量顕微鏡とその老化・内分泌代謝疾患研究への応用

Open genome analysis in the post-genomic era

Computational Metabolomics

病気の解明・診断や植物分野の研究への質量顕微鏡の活用

 １．発表者名



2019年

2019年

2019年

2018年

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

第５回東京心臓リハビリテーションセミナー（招待講演）

3rd McGill-RIKEN Symposium（招待講演）（国際学会）

 ３．学会等名

 ３．学会等名

Makoto Arita

 ２．発表標題

有田誠

有田誠

有田誠

日本農芸化学会2019年度大会（招待講演）

第10回記念JBFシンポジウム（招待講演）

 ２．発表標題

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

The importance of LipoQuality in biological systems

生体制御に関わる多彩なリポクオリティ

リピドミクス新技術による機能性脂質の探索研究

ω３脂肪酸が心臓を保護する仕組みと体内脂肪酸バランスの重要性

 １．発表者名

 １．発表者名

 ２．発表標題



2018年

2018年

2018年

2018年

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

The 3rd International Symposium on Lipids Science and Health（招待講演）（国際学会）

8th Mind-Body Interface International Symposium（招待講演）（国際学会）

Makoto Arita

Makoto Arita

有田誠

有田誠

レドックス・ライフイノベーション第170委員会、日本におけるケミカルバイオロジーの新展開第189委員会合同シンポジウム（招待講演）

BioJapan2018（招待講演）

 ２．発表標題

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

Genetics and lipidomics of omega-3 polyunsaturated fatty acid biology

The importance of LipoQuality in biological systems (Keynote Lecture)

リピドミクス新技術による機能性脂質の探索研究

リピドミクス新技術による機能性脂質の探索研究

 １．発表者名

 ２．発表標題

 ２．発表標題



2018年

2018年

2018年

2018年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

第40回日本臨床栄養学会総会（招待講演）

Fatty Acids at the Cutting Edge (FACE)研究会2018（招待講演）

第91回日本生化学会大会（招待講演）

第17回次世代を担う若手ファーマ・バイオフォーラム

有田誠

有田誠

飯野雄大、永沼達郎、有田誠

有田誠

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

生体制御に関わる多彩なリポクオリティ

ω３脂肪酸クオリティによる生体制御

アトピー性皮膚炎マウスにおける脂質代謝異常の網羅的解析

リポクオリティと脂質栄養（教育講演）

 １．発表者名



2018年

2018年

2018年

2018年

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

第17回次世代を担う若手ファーマ・バイオフォーラム

ZPM-RIKEN Symposium（招待講演）（国際学会）

 ３．学会等名

 ３．学会等名

Makoto Arita

 ２．発表標題

橋本怜暉、青柳良平、永沼達郎、有田誠

吉田美桜、石原知明、有田誠

大泉建貴、岡橋伸幸、宣旭、磯部洋輔、有田誠

第17回次世代を担う若手ファーマ・バイオフォーラム

第17回次世代を担う若手ファーマ・バイオフォーラム

 ２．発表標題

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

Advanced lipidomics strategy to identify bioactive lipids

酸化脂肪酸の膜リン脂質アシル化を担う酵素の探索と機能解析

ω３脂肪酸オキシゲナーゼの皮膚恒常性における役割

レチノイン酸産生酵素Aldh1a1による腸管恒常性維持機構の解析

 １．発表者名

 １．発表者名

 ２．発表標題



2018年

2018年

2018年

2018年

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

第50回日本動脈硬化学会学術集会（招待講演）

第４回京都大学ウイルス・再生医科学研究所生命情報研究会

有田誠

有田誠

有田誠

有田誠

第40回日本血栓止血学会サテライトシンポジウム（招待講演）

第67回日本アレルギー学会学術大会（招待講演）

 ２．発表標題

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

リポクオリティ研究が解き明かすもの--ω３脂肪酸の代謝と抗炎症作用--

リポクオリティが解き明かす生命現象

健康維持における脂肪酸クオリティの重要性

脂質代謝とアレルギー（教育講演）

 １．発表者名

 ２．発表標題

 ２．発表標題



2018年

2018年

2018年

2018年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

富山県創薬研究開発センター開所記念シンポジウム（招待講演）

第60回日本脂質生化学会（招待講演）

第60回日本脂質生化学会

第71回日本酸化ストレス学会（招待講演）

有田誠

飯野雄大、永沼達郎、有田誠

有田誠

有田誠

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

脂肪酸クオリティによる生体制御

アトピー性皮膚炎発症に関わる脂質代謝系の網羅的解析

酸化脂肪酸クオリティによる生体制御

脂肪酸クオリティによる生体制御

 １．発表者名



2018年

2018年

2018年

2018年

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

Keystone Symposia on Molecular and Cellular Biology, The Resolution of Inflammation in Health and Disease（招待講演）（国際
学会）

日本化学会第98春季年会（招待講演）

 ３．学会等名

 ３．学会等名

有田誠

 ２．発表標題

有田誠

有田誠

Makoto Arita

第91回日本内分泌学会学術総会（招待講演）

第55回日本臨床分子医学会学術集会「エネルギー代謝研究の新しいアプローチ」（招待講演）

 ２．発表標題

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

リピドミクス新技術による機能性脂質の探索研究

脂肪酸クオリティを捉える最先端リピドミクスと生理的意義の解明

脂肪酸クオリティによる生体制御

Genetics and Lipidomics of Omega-3 Polyunsaturated Fatty Acid Biology

 １．発表者名

 １．発表者名

 ２．発表標題



2018年

2018年

2018年

2017年

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

7th International Singapore Lipid Symposium 2018 (iSLS7)（招待講演）（国際学会）

第５回病態制御内科学セミナー（招待講演）

Makoto Arita

有田誠

有田誠

有田誠

Advanced Seminar Series on Microbiology and Immunology（招待講演）

第20回動脈硬化研究会（招待講演）

 ２．発表標題

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

The importance of LipoQuality in biological system

脂肪酸クオリティによる病態制御

リポクオリティが解き明かす生命現象

脂肪酸クオリティと疾患の制御

 １．発表者名

 ２．発表標題

 ２．発表標題



2017年

2017年

2017年

2017年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

日本薬物動態学会第32回年会（招待講演）

油脂物性フォーラム2017（招待講演）

7th Mind-Body Interface International Symposium（招待講演）（国際学会）

第25回東北生活習慣病研究会（招待講演）

有田誠

Makoto Arita

有田誠

有田誠

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

リポクオリティ研究が解き明かすもの -ω３脂肪酸の代謝と抗炎症作用-

Omega-3 fatty acid metabolism in controlling inflammation and related diseases

脂肪酸クオリティの最先端リピドミクスと生理的意義の解明

オメガ３脂肪酸の機能性代謝物の同定を指向した最先端リピドミクス

 １．発表者名



2017年

2017年

2017年

2017年

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

11th Shimadzu Evening Forum in JASIS2017（招待講演）（国際学会）

The 26th International KOGO Annual Conference（招待講演）（国際学会）

 ３．学会等名

 ３．学会等名

Masanori Arita

 ２．発表標題

Makoto Arita

Makoto Arita

有田誠

15th International Conference on Bioactive Lipids in Cancer, Inflammation, and Related Diseases（招待講演）（国際学会）

The 1st International Conference on Lipoquality（招待講演）（国際学会）

 ２．発表標題

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

Identifying Metabolites with Theoretical References

Eosinophil polyunsaturated fatty acid metabolism and its potential control of inflammation and allergy

The importance of lipoquality in biological systems

リピドミクスによる機能性脂質の探索研究

 １．発表者名

 １．発表者名

 ２．発表標題



2017年

2017年

2017年

2018年

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

第38回日本炎症・再生医学会（招待講演）

The 4th International Conference on Plant Metabolism（招待講演）（国際学会）

有田誠

Masanori Arita

Makoto Arita

瀬藤 光利

The 1st International Symposium on Lipid Science and Biotechnology (ISLSB2017)（招待講演）（国際学会）

日本薬学会第138年会

 ２．発表標題

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

脂肪酸代謝バランスによる炎症性疾患の制御

Prediction of Molecular Structures from their Spectra

Lipidomics and discovery of novel bioactive omega-3 fatty acid metabolites

「第2回 臨床化学の進歩が変える薬物治療　 ～ 臨床病態解析からのアプローチ ～」臨床検体の質量分析イメージングについて

 １．発表者名

 ２．発表標題

 ２．発表標題



2018年

2018年

2017年

2017年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

第9回Japan Bioanalysis Forum シンポジウム（招待講演）

第1回共用設備基盤センターシンポジウム（招待講演）

The 7th Asia Oceania Mass Spectrometry Conference (AOMSC)（国際学会）

The 7th Asia Oceania Mass Spectrometry Conference (AOMSC)（国際学会）

瀬藤 光利

Mitsutoshi Setou

Mitsutoshi Setou

瀬藤 光利

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

質量分析イメージングの生体応用の最近の進展

Imaging Mass Spectrometry　（座長）

Launch of International Mass Imaging Center Japan

Imaging in Drug Development and the application of DESI

 １．発表者名



2017年

2017年

2017年

2017年

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

第８回日本質量分析学会中部談話会（招待講演）

International Conference on Lipoquolity（国際学会）

 ３．学会等名

 ３．学会等名

瀬藤 光利

 ２．発表標題

Mitsutoshi Setou

瀬藤 光利

瀬藤 光利

11th International Symposium on Atomic Level Characterizations for New Materials and Devices ’17（会期：12/3-12/8）（招待講
演）（国際学会）

なし

 ２．発表標題

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

座長

Quantum Technology Based Life Science

質量顕微鏡とその老化研究への応用

質量分析技術と顕微鏡技術の融合～健康長寿を目指して～

 １．発表者名

 １．発表者名

 ２．発表標題



2017年

2017年

2017年

2017年

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

第42回日本医用マススペクトル学会

International Symposium on Imaging Frontier 2017

瀬藤 光利

瀬藤 光利

瀬藤 光利

瀬藤 光利

「新学術領域研究「脂質クオリティが解き明かす生命現象」第3回領域会議

脳科学セミナー

 ２．発表標題

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

国際セッション（オーガナイザー）

Quality of Lipids in Biological Systems

リポクオリティのイメージング

光・量子技術の脳と末梢の研究への応用

 １．発表者名

 ２．発表標題

 ２．発表標題



2017年

2017年

2017年

2017年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

第69回日本細胞生物学会大会

第69回日本細胞生物学会大会

第73回日本顕微鏡学会

第73回日本顕微鏡学会

瀬藤 光利

瀬藤 光利

瀬藤 光利

瀬藤 光利

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

リポクオリティの細胞内局在と細胞機能（オーガナイザー）

質量顕微鏡の開発と医学研究への応用展開

顕微鏡学とイオン分析の融合（座長）

GCIB-TOF-SIMSを用いた細胞内脂質分布の解析

 １．発表者名



2017年

2017年

2017年

2017年

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

第９４回日本生理学会大会（招待講演）

University of Strasbourg-RIKEN Workshop on Membrane Lipidology（招待講演）（国際学会）

 ３．学会等名

 ３．学会等名

Makoto Arita

 ２．発表標題

瀬藤 光利

瀬藤 光利

有田誠

第17回日本NO学会（招待講演）

第106回日本病理学会総会シンポジウム

 ２．発表標題

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

Laboratory for Metabolomics, RIKEN-IMS

顕微鏡技術と質量分析技術の融合

質量顕微鏡法の病理学応用に向けて

脂肪酸クオリティの最先端リピドミクスと生理的意義の解明

 １．発表者名

 １．発表者名

 ２．発表標題



2017年

2017年

2017年

2017年

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

University of Strasbourg-RIKEN Workshop on Membrane Lipidology（招待講演）（国際学会）

第41回皮膚科免疫セミナー（招待講演）

Masanori Arita

有田誠

Masanori Arita

Makoto Arita

4th International Forum on Omega-3 and human Health（招待講演）（国際学会）

ISOR Inaugural Symposium（招待講演）（国際学会）

 ２．発表標題

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

Computational Lipidomics

リポクオリティ研究から解き明かす生命現象

Omega-3 fatty acid metabolism in controlling inflammation and related diseases

Lipidomics & Discovery of Novel Bioactive Omega-3 Metabolites

 １．発表者名

 ２．発表標題

 ２．発表標題



2016年

2016年

2016年

2016年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

日本食品免疫学会第１１回宿泊セミナー（招待講演）

第３９回日本分子生物学会年会（MBSJ2016）（招待講演）

日本抗加齢医学会エデュケーショナルセミナー（招待講演）

第２７回クロマトグラフィー科学会議（SCS27）（招待講演）

有田誠

有田誠

有田誠

有田誠

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

Advanced lipidomics to understand the quality difference of fatty acids in biological systems

ω３脂肪酸はなぜ体に良いのか、その分子メカニズムに迫る

脂質クオリティの最先端リピドミクスと生理的意義の解明

リピドミクス新技術による機能性脂質の探索研究

 １．発表者名



2016年

2016年

2016年

2016年

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

第８９回日本生化学会大会（招待講演）

脂質栄養学会第２５回大会

 ３．学会等名

 ３．学会等名

有田誠

 ２．発表標題

有田誠

有田誠

有田誠

第１６８回東京脂質談話会（招待講演）

第５０回千葉大学リーディング大学院セミナー（招待講演）

 ２．発表標題

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

ランズ賞学術賞受賞講演：ω３脂肪酸の代謝と抗炎症作用に関する研究

病態解明に向けたリポクオリティ研究の最前線

病態解明に向けたリポクオリティ研究の最前線

慢性炎症の生物学：脂肪酸代謝バランスによる炎症性疾患の制御

 １．発表者名

 １．発表者名

 ２．発表標題



2016年

2016年

2016年

2016年

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

第４８回日本動脈硬化学会・学術集会モーニングセミナー

第４３回BMSコンファレンス（招待講演）

有田誠

有田誠

有田誠

有田誠

第４回Hepato-Diabetology Conference（招待講演）

第７０回日本栄養・食糧学会中部支部大会（招待講演）

 ２．発表標題

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

病態解明に向けたリポクオリティ研究の最前線

リポクオリティから解き明かす病態・バイオロジー研究

リポクオリティによる疾患制御

魚油に含まれるオメガ３脂肪酸の代謝と抗炎症作用

 １．発表者名

 ２．発表標題

 ２．発表標題



2016年

2016年

2016年

2016年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

第４回信濃町消化器病カンファレンス（招待講演）

第６５回日本アレルギー学会学術大会（招待講演）

The 24th International Symposium on Molecular Cell Biology of Macrophages (MMCB2016)（招待講演）（国際学会）

第１１回TRPs and SOCs研究会（招待講演）

有田誠

Makoto Arita

有田誠

有田誠

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

好酸球の脂肪酸代謝と炎症・アレルギーの制御

Emerging roles of lipid metabolism in phagocyte function

リポクオリティから解き明かす生命現象

リポクオリティによる炎症病態の制御

 １．発表者名



2016年

2016年

2017年

2017年

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

第122回日本解剖学会総会・全国学術集会

第94回日本生理学会大会

 ３．学会等名

 ３．学会等名

堀川誠

 ２．発表標題

有田誠

Makoto Arita

池上浩司

第１８回マリンバイオテクノロジー学会大会（招待講演）

2016 Korea-Japan Bioactive Lipid Joint Symposium（招待講演）（国際学会）

 ２．発表標題

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

TOF-SIMSを用いた細胞内脂肪酸分布のイメージング

n-3系脂肪酸の代謝と抗炎症作用

(Plenary Lecture) Lipidomic approach to uncover anti-inflammatory properties of omega-3 polyunsaturated fatty acids

一次繊毛の切断および繊毛断片の放出

 １．発表者名

 １．発表者名

 ２．発表標題



2017年

2017年

2017年

2016年

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

日本薬学会第137回年会

第81回日本循環器学会学術集会

杉山栄二

瀬藤光利

瀬藤光利

瀬藤光利

日本化学会第９７春季年会（招待講演）

第37回日本トリプトファン研究会（招待講演）

 ２．発表標題

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

神経突起内局所脂質代謝動態を解析可能にする分析系の構築

心血管分子イメージングの未来：基礎―臨床の連携

質量分析イメージングが可能にしたヘルスケア新製品開発

最近のマスイメージングの進歩

 １．発表者名

 ２．発表標題

 ２．発表標題



2016年

2016年

2016年

2016年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

シリア・中心体国際シンポジウム（国際学会）

第44回　薄膜・表面物理セミナー（招待講演）

日本顕微鏡学会第72回学術講演会

琉球大学リサーチカンファレンス（招待講演）

瀬藤光利

武井史郎、中嶋裕子、山崎文義、正木紀隆、杉山栄二、松下祥子、瀬藤光利

池上浩司

Koji Ikegami, Mitsutoshi Setou

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

TOF-SIMSを用いたナノイメージングと医学分野への応用

質量顕微鏡法を用いた超微形態レベルでの脂質解析における酢酸ウランの有用性

刺激に対する繊毛のレスポンス

Evidence for release of ciliary components into extracellular fluid

 １．発表者名



2017年

2017年

2017年

2016年

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

医学生物学電子顕微鏡技術学会 第32回学術講演会および総会

日本化学会第９６春季年会2016（招待講演）

 ３．学会等名

 ３．学会等名

有田誠

 ２．発表標題

Mitsutoshi Setou

Mitsutoshi Setou

武井史郎、中嶋裕子、山崎文義、正木紀隆、杉山栄二、松下祥子、瀬藤光利

日本脂質生化学会

11th Asia-Pacific Microscopy Conference（招待講演）（国際学会）

 ２．発表標題

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

中長期企画講演：脂肪酸クオリティの最先端リピドミクスと生理的意義

Imaging mass spectrometry of lipids for spinal cord neuropathology.

Platform of functional metabolic imaging

質量顕微鏡法を用いた超微形態レベルでの脂質解析における酢酸ウランの有用性

 １．発表者名

 １．発表者名

 ２．発表標題



2016年

2016年

2016年

2016年

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

Academia Sinica IBMS-RIKEN IMS Joint Workshop（招待講演）（国際学会）

Environment controlling normal and diseased hematopoietic and immune systems（招待講演）（国際学会）

Makoto Arita

Makoto Arita

有田誠

有田誠
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